
Ann.Sci・KanazawaUniv

Vol.25,pp.31-35,1988

心拍数メモリによる心臓活動指数の試作

Anewheartactivityindexwithaheartratememory

′金沢大学敬徒部保仙体fi科

北 浦 孝 、沼哲夫

Anewheartactivityindexwithaheartratememory

DepartmentofHealth&PhysicalEducati()n,

theCollegeofLiberalArts,

KanazawaUniversity

Summary

31

Anewheartrateactivitywasdesiglledforexerciseprescription.Theheartrateof

adaywasrecordedforah()usewife,tw()w()men's｡studentsandamanwithaheartrate

memory.Theheartratescorewascalculatedtothealldayheartratesonthestandard

oftheaverageheartrateduringslceping.Thcheartactivityindex(HAI)istheheartrate

scorethatsummarizedthepointsOfth(､heartrateovel･thestandardheartrate.Itwas

wellfittedWiththeindiVidualdaylyactivitypatterns.

はじめに

近年心拍数メモリー装縦が側I寺間の逆11ibl,l:や身体活!lij水坤‘を測定するために利用されてい

る2'3,7'9''0'''''2)。特に一日の総心拍数はエネルギー消州!':と相関があるところから仙人の活!lijl,l:

を表すものとして利用されることが多い4''3)。ところがこの総心拍数では十分に綱'l!された人で

は刷交!Wll経支配が発達したために巡!肋を実施したにも拘らず，鍛練されていない人より少な

く出る場合がある｡そのため縮本らは､24時一心拍比"(100*一日の平均心拍数/安'雛時心ｷ蝋）

と言う用語4)を考案したが,安静時心拍数の決定など時間的拘束力;多く不仙である。そこで我々

はケネス・クーパー')のエアロビクスの得点と同様な心拍数の得点化によって容易に，しかも客

観的に巡励･l1I:を評価することを目的として心臓活肋指数(HEARTACTIVITYINDEX;
HAI)のプログラムの試作を行ない若干の資料が得られたので報告する。
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測定方法

一日の心拍数は心拍メモリ狭ii'i(竹井椎器）によって1分毎に記録し，インター~フェイスを

介してパソコン(NEC,PC9801)にデータを取り込み，統計処理を行った。心拍数の得点化は

仙人の心拍数の蚊も安定するⅢlllt中（就浪30分より起床30分前まで)の平均心拍数(Sleeping

heartrate,SLH)をもとに，その30拍(SLH+30)以上の数(STl)を10拍毎に0.01点と

して計jl1した場合,20拍(SLH+20)以上の故(ST2)を10拍毎に0.01点として計i;したj!;

合,10拍(SLH+10)以上の数(ST3)を10拍締に0.01点として計り):した｣[ｹ合の3辿りで計

j}:を行い(図1),これらの符点の一日の合計を心拍ｲ!｝点(HRSCORE)として,各々 SCORE1･

SCORE2･SCORE3としてム脱した。!|､fにこれらの中でSCORElを心ll'勘活IM|1'"(HAI)と呼

ぶことにした。
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（図1）心拍il点の計卿方渋．
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今回のi川定に．琴加した波駄名･は主ｳii(33*)1名と女子大学生(19#)2名とりj性(38)

1名である。主洲i}は平日(F1-1)と仙川《教室に参加した日(F1-2)の2度の1llﾘ定を行い，女

子大学生の内1名(F2)は中学校と,i,ij校時代に水泳部に所閥し，充分にトレーニングを秋んで

おり，授囎のある平日にillﾘ定した。もう1名(F3)はあまり巡仙経験のない学生であり，平日

の測定である。男性(M1)は|1111き盛りで日噸から多忙な生活を送っている人で，これも平日で
斗蝋→

めわo
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結果と考察

（側2）に女子学生(F3)の1B24時間の間の心拍数の褒化のl例を示した。比岐的迦liり経
恥が少なく，平日も特に巡1liｳをしていないにも拘らず日'附の活!IIIIII:が多いのが分かる。
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(IxI2)女子大‘雅生の1日の心拍蚊の'蛭化．

全披吠脅における1日の心拍数の分布を（衣1）と（図3）に示す。（.ﾉく1）から主j'il}では巡
,肋により心拍牧の分布がII@ljい方に侈!liりしているのが兄られる。また)'|1!|!b経↓jiのWかな学生では

(F2)低い(40-59拍分)での分布力罫多いものの,II,ﾉiい方にまでのびているのが兄られる°他
方の学生(F3)では比'l!虻的li'iいところ(90-109拍/分）での分布が多いのが特徴的であった。
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（図3）心拍数の分布図

各グラフの中央の樅の線は50％を愈味する。



34 北illi孝・沼哲夫

(表1）心拍数の度数分布．

F1－1 ％ F1-2 ％ F2 ％

30-39 0 0 0 0 0

40-49 0 0 0 0 267

50-59 5 0 71 5 317

60-69 465 32 452 31 118

70-79 115 8 184 13 135

80-89 358 25 230 16 101

90-99 386 27 327 23 113

100-109 82 6 109 8 161

110-119 17 1 39 3 71

120-129 5 0 15 1 62

130-139 6 0 11 1 39

140-149 1 0 2 0 33
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0 0

0 0

140 10

332 23

407 28

401 28

124 9

23 2

9 1

4 0

0 0

0 0

0 0

(） 0

1()9137

75.8｜’
12.1

次にこれらの心拍数の変化をｲ!l;点化した期合の結果を(JE2)にまとめた。韮il':の心拍数を

低くしたjﾙ合(ST3)には,M1のSCORE3のように平柑llｵで比較的,',i'l'!繁りl彼の商い19合にも

心拍得点がi$'li<出てしまうことがあり，身体活!II0のIIWWをあまり反映できないものとなってし

まう。また心拍数と樅州11収III:との関係がIrI鮒上に来るのが成人男子で約70拍/分以上である

ことから6)，あまり低い1,1洲は峡差が生じ易いと考えられる。逆に商過ぎるjﾙ合には加側谷と石

川の蝿告5)のように90拍/分を越えることの少ない主ｳ111では得点がゼロになるケースが多くな

る可能性がある。従って，今回の(SLH+30)では比鮫的利用しやすい数仙となり使利である

と思われる。

雌眠中の心拍数はかなり安定しているが中にはこの韮那仙を越えるものが出現する。しかし，

その#側度は極めて少ないため全体の得点としては無視しうるものとなるため問脳にしなくてよ

いと思われる。

(女2）各被験者の総心拍数と心拍榔点．

TOTAL MIN MAX SLH STI SCORE1 ST2 SCORE2 ST3 SCORE3

F1-1 117648 58 140 66 96 2.9 86 9.8 7.6 18.9

F1-2 116214 57 146 65 95 4.7 85 11.2 75 19.4

M1 109137 52 127 56 86 4.1 76 11．3 66 22.8

F2 112288 43 169 50 80 20.5 70 27.9 60 36.4

F3 131706 57 144 64 94 12.3 84 23.1 74 34.5

SLH:sleepingheartrate
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中学校と高校時代に水泳のトレーニングを秋んだ女子学生（19才）の平日の一日の総心拍数

が112288拍(SLH=50.0)でHAIは20.50点であったのに対し、あまり逆1肋経馳がない女性

（19才）では，総心拍数が131706拍(SLH=64.2)でHAIは12.32点であった。これは鳥越

と横沢10）の報告にある涜料ではクラブ活動に参加していない女子学生の総心拍数が104860

拍で参加している学生では119739拍であったとしているところから考えると今回の二人はと

もによく身体を鋤かしているものと推測される。本研究では計illllは容易に出来るものの個々 人

の活仙l'l:を定常状態になるようなものとして規定できないために心拍数と酸衆投取:III:との関係

が峻雑に成り8),得点を絶対評価として扱うことができないが,心|脳に対する相対的!liI激強度と

しては利用できる可能性力：認められた。また，まだこの方法では年齢や性別による心臓の活,肋

状態の述いが考胆されていないが，三村と上林の幼児での研究でもll血眼時の心拍数の変化など

では成人に近いパターンが蠅告されており，今回と同橡な処理が可能と老･えられる。従って，
累計された得点.(HAI)を巡1肋処方の一助として利用出来るものと思われる。
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